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 (》蜘)は無水酢酸中アクリル酸と反応してN一アセチルー1一アザアズランー2一オンー3一
 プ・ピオン酸(L∬)を生じ,柳ピル化を行なうと3一位にトロピル基が導入されトロピル化物
 (L擢)を二酸化セレンで酸化してケトン体(L押)が得られる。
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論文審査要猛
 2一アミノト・ポン(Pはト障ポ・ンの水酸基の代りにアミノ基をもつ化合物であり,ベンゼン系
 芳香族化合物のアニリンとフェノール類の関係に相当する重要な物質であるにも拘らず・あまりそ
 の性質が検討されていなかった。劉承二はこの点に着目し・1訟よびそのN一アルキル誘導体や4
 級塩の反応性をト・ボロン,2一メトキシトロポン,2一ハ・ト・ポンなどの活性ト・ボノィドと
 の比較検討を行った。
 まず,多ぐの2一アミノトロポン類の合成を行い,そのスペクトルを測定し,アルキル誘導体に
 ついても.従来の方法を改良して,その異性体を分離する方法を見出し,また1は1:1の水銀塩
 を与えることを明らかにした。つyいて,2一アミノトロポン類の求電子反応を検討し,ハ・ゲン
 化では砥yト鴬ボ爵ン類と対応する結果を得たが適当な条件を択べば,ト・ポ陶ン類からは比較的
 得がたい5,7一ジハ・誘導体を縛ることを明かにした。1とそのN一ジメチル体(mはニト・化を
 受けないが,N一メチル体(抑は.その5一ニト・体や,5,7一ジニト・体を与える。一方斑のニ
 ト・ソ化では少量の5一ニト・ノ体の飽に主としてN一二トロノ体を与えるが,とのものは水酸化
 カリウムの作矯で転位して安溜、香酸を一与え,澗生トロポノイドの一つの基本体であると考えられる。
 これに反してHの場合には種々の求電子試薬の作用により,ジメチルアミノ基の脱離を伴って反応
 し,相当するト・ポ・ン誘導体となることを明らかにしている。
 第四章に於ては,これらアミノト・ポン類と求核試薬との作用を検討している。Hと1の四級塩
 (納は,いずれも求核試薬と反応して対応する化合物を与えるが,この場合側鎖にイノプ・ピル基を
 有する化合物を絹いて,Hは正常置換を,Wでは異常置換を冷こすことを明らかにした。特に,注
 目すべきことは豆・Wに対する水素アニオンの作用によ頚好収量でト・ポンを毒えることであり,
 これはト・ポノイドに於ては始めての例のみならず,将来の応用に重要なものと考えられる。
 第五章にむいては,iから径られた1一アザアズランー2一オン類の性質を調べ,容易に3一ホ
 ルミル体を得る新方法を見出した。また3一アセチル誘導体を得てその反応性を詳しぐ検討してい
 る。
 以上の様に劉承二の論文は,従来あま夢知られていなかった,2一アミノト障ポン類の反応性に
 注目し,特に相当するト・ボロン類との比較に沿いてその関係を明らかにし,また種々の興味ある
 重要な箏実を見出したものであり,劉承二提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認めた。
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